
  

第１学年  国語科学習指導案 

  
令和４年７月 11 日（月） 第５校時  

指導者 神石高原町立油木小学校 川原百加  
 

１．単元名  としょかんとなかよし  
                                                       
２．単元設定の理由 
  単元観 
   〇 本単元は，国語科学習指導要領第１学年及び第２学年の内容〔知識及び技能〕（３）エ「読書に親し

み，いろいろな本があることを知ること。」について扱うものである。 
    本教材では，図書室での本の探し方を学習し，これまでの学習や体験とも関連させながら図書館にあ

る本の表紙や題名から，読みたい本を選ぶ力を育成する。表紙や題名などを手がかりにして自分で本を
選ぶ力は，今後続く読書生活において大切な力となる。また，自分で選んだ本を読み，読んで感じたこ
とや思ったことを友達と共有することによって，さらに読書への意欲を高め，読書に親しむことができ
る単元である。 

  
   児童観 
  〇 本学級の児童は，自分から進んで学級文庫の中から好きな本を選んで読書をしたり，図書室に行った

りして読書に親しんでいる。実態調査として以下のような読書に関するアンケートを行った。 
アンケート１は，読書が好きかどうか尋ねたものである。全員が「好き」と回答した。 
アンケート２は，図書室の利用頻度について尋ねたものである。５人のうち３人が「ほぼ毎日」「週

に３・４回」図書室を利用していることが分かった。一方で，２人は図書室の利用は「週に１・２回」
「ほとんどない」ということが分かった。図書室にあまり行かない理由は，「外に出たいから。」「借
りた本をじっくり見たい。」であった。 

アンケート３は，図書室で読みたい本を見付けられるか尋ねたものである。５人のうち２人が「いい
え」と回答した。理由は，「どこにあるか分からないから。」「（本が）いっぱいあるから。」であっ
た。また，「はい」と回答した児童の理由は，「見たい本を先に決めているから。」「中を見て決めて
いるから。」「本がたくさんあるから。」であった。本がたくさんあることでどの本がどこにあるのか
が分からないと感じる児童と，本がたくさんあるから興味のある本を見付けやすいと感じる児童がいる
と考える。 

これらのアンケートの結果から，本学級の児童は読書に対する意欲が高いことが分かった。しかし，
特にアンケート３の結果から，自覚して表紙や題名などのいくつかの情報を手がかりにしながら本を選
択している児童はほぼいないということがうかがえる。本単元での学習を通して，表紙や題名，図書室
の表示等を手がかりとして読みたい本を見付ける力を育成する必要があると考える。 

 
  実態調査 
  （読書に関するアンケート１） 
   読書は好きですか。 

好き 嫌い 

５人 ０人 

 
  （読書に関するアンケート２） 
   １週間にどのくらい図書室を利用していますか。 

ほぼ毎日 週に３，４回 週に１，２回 ほとんどない 

２人 １人 １人 １人 

 
  （読書に関するアンケート３） 
   図書室で読みたい本を見付けることができますか。 

はい いいえ 

３人 ２人 

 
 
 
 



  

    指導観 
  〇 指導に当たっては，以下の工夫を行う。 
   【課題設定】 
   ・明確な見通しをもって学習に取り組むことができるように，「１年生読書祭り」という単元のゴール

を設定して学習計画を作成する。 
    
   【調べる】 
   ・体験によって学習内容の理解を深めることができるように，「本探しゲーム」を行う。 
   ・様々な本と出会い，図書室にはたくさんの本があることを知ることができるように，ゲームのお題を

工夫する。 
   ・専門の知識を正しく学習することができるように，学校司書から本の探し方や並び方を教えてもらう

場を設定する。 
   ・本を探す際，題名や表紙を意識して本を見ることができるように，題名や表紙を手がかりにして探し

ている児童の探し方を紹介したり，題名と表紙を見ることを繰り返し伝えたりする。 
   ・興味や意欲をもって学習に取り組むことができるように，「学校司書からの挑戦状」を授業の導入で

提示する。 
   ・友達と一緒に学習する楽しさやよさを感じられるように，児童同士で相談したり，協力したりして学

習活動に取り組むよう声かけを行い，協力している場面で積極的に肯定的な評価を行う。 
 
   【まとめる】 
   ・読書の楽しみ方の幅が広がるように，本に書かれている内容だけではなく，挿絵や写真からもその本

の面白さを見付けられるようにする。 
   ・児童が安心して読書活動に取り組むことができるように，児童それぞれの読書の楽しみ方を受け止め

る。 
 
   【ひろげる】 
   ・いろいろな本を読んでみたいという意欲を高めるために，「１年生読書祭り」を行い，友達の好きな

本を知ることができるようにする。 
   ・本単元での学びを今後の学習に生かすことができるように，単元の振り返りを行い，学習計画を元に

学習を進められたことや，友達と協力して学習できたことを肯定的に評価する。 
   ・読書への意欲を高め，読書に親しませるために，本を読んだ感想について，友達と自分の感想の同じ

ところや違うところに気付き，その面白さを感じることができるようにする。 
 
３ 単元の目標  
 

単元の目標【学習指導要領解説編から】 
 

○ 知識・技能  
読書に親しみ，いろいろな本があることを知ることができる。 

  ○ 学びに向かう力，人間性等 
言葉がもつよさを感じるとともに，楽しんで読書をし，国語を大切にして，思いや考えを伝え合おうと 
する。 

 
４ 問い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①本質的な問い 

 読書のよさとはなんだろう。 

②単元を貫く問い 

図書室にはどのような本があるのだろう。 

③個別の問い 
 １.１年生読書まつりをするにはどんな学習をしたらよいだろう。 

２.図書室の本はどのように探すとよいだろう。 
 ３.自分の好きな本の面白さはどんなところだろう。 
 ４.友達は本のどんなところが好きなんだろう。 



  

５ 指導計画 
                                                                        （総時数４時間） 

段 
階 

時 
間 

主な学習活動 
 

指導上の留意点 
 

評価規準 
【知・思・主】 

評価方法 
課
題
設
定 

１ 

○「１年生読書まつり」に向
けて，学習計画を立てる。 

 

「１年生読書まつり」の目的
を意識させることで，学習のね
らいと見通しがもてるようにす
る。 

 

調
べ
る 

 
２ 

本時 

○「本探しゲーム」を行い，
図書室での本の探し方を知
り，図書室にはいろいろな
本があることを知る。 

自分で本を選ぶことが難しい
児童には，教師や学校司書が本
を紹介したり，友達と一緒に探
したりするように促す。 

 読書に親しみ，いろいろな本
があることを知っている。
【知】（発言・行動観察） 

ま
と
め
る 

３ 

○自分の好きな本を選び，そ
の本の面白さを見付ける。 

自分で文章を読んで理解する
ことが苦手な児童には，読み聞
かせをしたり，挿絵や写真にも
注目したりするよう助言する。 

 読書に親しみ，進んでいろい
ろな本があることを知り，学習
の見通しをもって，読書祭りで
紹介する好きな本を選ぼうとし
ている。【主】（発言・行動観
察） 

ひ
ろ
げ
る 

４ 

○「１年生読書まつり」を行
い，自分の好きな本を紹介
する。 

○友達が紹介した本を読み，
感想を伝え合う。 

○さらに読んでみたい本を探
し，読書をする。 

面白さとともに本の紹介を行
うよう促す。 

友達の紹介のいいなと思うと
ころを見付けながら紹介を聞く
よう促す。 

本を読んだ感想について伝え
合い，友達と自分の感想の同じ
ところや違うところに気付いた
り，その面白さを感じたりする
ことができるようにする。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  

６ 本時の指導（２／４） 
 
（１）本時の目標 
    ・知識・技能   

読書に親しみ，いろいろな本があることを知ることができる。 
 
（２）準備物 
  ・各種資料 ・パワーポイント等 
 
（３）展開 
【課題設定・調べる・まとめる・ひろげるを柱とした授業の学習過程と子どもの姿，指導上の留意点】と 
【読解が苦手な児童の実態及び読解力を高める指導法（手立て）】から授業を展開する。                    

主な学習活動 ○ 指導上の留意点 ◆評価  
 
１ 課題設定をする。 
Ｔ 図書室でどんな本を読んだことがあります

か。 
Ⅽ おしりたんていです。 
Ⅽ 動物の図鑑です。 
Ｔ 司書の先生から，こんな挑戦状が届いてい

ます。 
 図書室で本を素早く見付けるためには，ど

うしたらよいのでしょうか。 

 
 
○本時の学習への期待感を高めていくた

めに，児童と対話をしながら進める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○事前学習として，「題名」「表紙」

「背表紙」の言葉の意味を確認してお
く。 

○視覚的にも理解できるよう，ホワイト
ボードを黒板の代わりとしてゲームの
ルールなどを提示する。 

○表紙や題名に着目して，様々な分野の
本を手に取ることができるよう，挑戦
状を用意する。 

【自己決定の場】 
○自分で本を選ぶことが難しい児童に

は，教師や学校司書が本を紹介した
り，友達と一緒に探したりするように
促す。 

 
○本の題名や内容を伝え合わせ，同じ問

題に答えているのに人によって違う本
を見付けていることや，図書室にはい
ろいろな本があることに気付くように
促す。 

 
 
 
○図書室の棚の紹介や，絵本の並び順に

ついて理解するために，学校司書から
パワーポイントにより，クイズなどを
取り入れて紹介してもらう。（絵本
「としょかんねずみ」に登場するねず
みが本の並べ方の秘密を紹介する。） 

 ・絵本の分類と絵本シールの関連 
 ・絵本シールによる分類クイズ 
 ・絵本シールと絵本の並べ方の関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題 
図書室の本は，どのように探すと 

よいのだろう。 

 

 

 
 
 
 
 
２ 本探しゲームをする。 
・本探しゲームのカードを渡し，ルールを説明

する。 
Ｔ 本を探すとき,どうやって探していますか。 
Ⅽ 題名を見ています。 
Ⅽ 表紙の絵を見ています。 
Ⅽ 本の中を見ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 見付けた本を伝え合う。 
Ｔ どんな本がありましたか。 
Ⅽ 桃太郎がありました。 
Ⅽ 〇〇の秘密の本は，ここにたくさんありま

した。 
Ⅽ 虫の図鑑を見付けました。虫の写真がたく

さん載っていました。 
 
４ まとめる。 
Ｔ 図書室の本を素早く探す方法で，気付いた

ことはありますか。 
Ⅽ のらねこぐんだんの本は，同じところに置

いてあるから，続きが読みたかったらそこ
を探したらいいと思いました。 

Ⅽ 本を素早く見付けるには，題名と表紙を見
るとよいということが分かりました。 

 
 

●●せんせい（学校司書）からの ちょうせ

んじょう 

ほんを よく よんでいる １ねんせいの 

みんな！ 

 としょしつの ほんを すばやく みつける

ことは できるかな？ 

 つぎの よっつの ほんを さがしてきね！ 

・のらねこぐんだん しりいずの ほんを １さつ 

・かぶとむしのことが かいてある ほんを １さつ 

・ゆきしょうがっこう 100 せんの ていがくねんの 

ほんを １さつ 

・どうぶつが でてくる ほんを １さつ 



  

 
Ｔ 気付いたことを基にしたら,もっと早く本を

見付けられそうですか。もう一度本探しゲ
ームをしましょう。 

Ⅽ 題名を見て探したら,さっきよりも早く本が
見付かりました。 

Ⅽ シールで選んだら早く見付かりました。 
Ｔ 本を素早く見付けるためには,どうしたらよ

いのでしょうか。 
Ⅽ 題名を見て探すとよいと思います。 
Ⅽ 表紙の絵を見て探すとよいと思います。 
Ⅽ 同じ本の仲間が置いてある棚を見て探すと

よいと思います。 
 
まとめ 

本を探すときは,棚,題名,表紙などを見るとよ
い。 
 
 
５ 本時の学習を振り返る。 
Ｔ 今日の学習で分かったことや，友達のいい

なと思ったところ，もっとやってみたいこ
とはなんですか。 

Ⅽ 図書室には物語や図鑑などのいろいろな本
があることが分かりました。 

Ⅽ みんなが自分で本を見付けることができて
よかったと思います。 

Ⅽ もっといろいろな本を読んでみたいです。 
 
６ 次時の予告を聞く。 
Ｔ 次の時間は，１年生読書まつりで紹介する

本を選びます。 
 

 ・図書室の絵本以外の蔵書の紹介 
○本単元での学びが今後の読書活動につ

ながるように，シルトピア図書館（地
域の公立図書館）での経験を想起し，
公共の図書館と学校の図書館の配架の
仕方の共通点に気付くよう促す。 

 
○今後の読書活動において本時の学習を

生かせるよう，本時の学習内容を用い
て本を探すと,より早く本が見付かる
ことを実感的に気付くようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○学びを実感できるように，学習の振り

返りを自分の言葉で表現するよう促
し，それを肯定的に評価する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆読書に親しみ，

いろいろな本が
あることを知っ
ている。【知】
（発言・行動観
察） 

 
 
７ 板書計画 

と
し
ょ
か
ん
と
な
か
よ
し 

 

○か 

と
し
ょ
し
つ
の
ほ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に 

さ
が
す
と
よ
い
の
だ
ろ
う
。 

 
              

 
 

○ 

ほ
ん
さ
が
し
げ
え
む
の 

る
う
る 

 

① 

ほ
ん
を 

さ
が
し
て 

み
つ
け
た
ら 

も
っ
て
お
く
。 

② 

と
も
だ
ち
と 

き
ょ
う
り
ょ
く
し
て
も 

よ
い
。 

③ 

●
●
せ
ん
せ
い
に 

ひ
ん
と
を 

も
ら
っ
て
も 

よ
い
。 

④ 

じ
か
ん
は 

ご
ふ
ん
。 

 
 ○ 

き
づ
い
た
こ
と 

・
お
な
じ
し
ゅ
る
い
の 

ほ
ん
が 

お
な
じ 

た
な
に 

あ
る
。 

・
だ
い
め
い
や 

ひ
ょ
う
し
を 

み
る
と 

す
ぐ
に 

み
つ
か
る
。 

 
 

           
○ま 
ほ
ん
の 

な
ら
び
か
た 

・
お
な
じ 

し
ゅ
る
い
の 

ほ
ん
は 

お
な
じ 

た
な
に 

あ
る
。 

・
だ
い
め
い
や 

ひ
ょ
う
し
を 

み
る
と 

ほ
ん
が 

は
や
く 

 

み
つ
か
る
。 

 

 
【「絵本の仲間分けシール」について】 

図書分類レベルの下に貼られている果物のシールで，絵本の題名の最初の五十音に対応している。 

絵本は，このシールごとに書架に整理されている。 

 

【●
●
せ
ん
せ
い
か
ら
の 

ち
ょ
う
せ
ん
じ
ょ
う
】 

 

ほ
ん
を 

よ
く 

よ
ん
で
い
る 

い
ち
ね
ん
せ
い
の 

み
ん
な
！ 

 
 

と
し
ょ
し
つ
の 

ほ
ん
を 

す
ば
や
く 

み
つ
け
る
こ
と
は 

 

で
き
る
か
な
？ 

 
 

つ
ぎ
の 

よ
っ
つ
の 

ほ
ん
を 

さ
が
し
て
き
て
ね
！ 

・
の
ら
ね
こ
ぐ
ん
だ
ん 

し
り
い
ず
の 

ほ
ん
を 

い
っ
さ

つ 

・
か
ぶ
と
む
し
の
こ
と
が 

か
い
て
あ
る 

ほ
ん
を 

い
っ
さ

つ 

・
ゆ
き
し
ょ
う
が
っ
こ
う 

ひ
ゃ
く
せ
ん
の 

て
い
が
く
ね
ん
の 

 
 

ほ
ん
を 

い
っ
さ

つ 

・
ど
う
ぶ
つ
が 

で
て
く
る 

ほ
ん
を 

い
っ
さ
つ 

 

【えほんの なかまわけしいる】 


